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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エポキシ基、炭素―炭素二重結合基、メチロール基及びフェノール性水酸基のうちの少
なくとも１種を含む樹脂（ａ）と、ポリシロキサン結合を有する構造単位を含む樹脂（ｂ
）とを含有し、前記樹脂（ａ）が、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂、メラミ
ン樹脂及び不飽和ポリエステルのうちの少なくとも１種である音響レンズ用樹脂材料。
【請求項２】
　前記樹脂（ａ）の少なくとも一部が、前記樹脂（ｂ）の少なくとも一部と結合している
請求項１に記載の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項３】
　前記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、前記樹脂（ａ）が有するエポキシ基と、
前記樹脂（ｂ）が有するアミノ基及びカルボキシ基のうちの少なくとも１種との反応によ
るエポキシ開環構造を有する請求項２に記載の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項４】
　前記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、前記樹脂（ａ）が有する炭素―炭素二重
結合基と、前記樹脂（ｂ）が有する炭素―炭素二重結合基との重合による炭素－炭素結合
を有する請求項２に記載の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項５】
　前記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、前記樹脂（ａ）が有するメチロール基と
、前記樹脂（ｂ）が有するヒドロキシ基及びアミノ基のうちの少なくとも１種との反応に
より生じたエーテル結合及びイミノ結合のうちの少なくとも１種を有する請求項２に記載
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の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項６】
　前記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、前記樹脂（ａ）が有するフェノール性水
酸基と、前記樹脂（ｂ）が有するエポキシ基との反応によるエポキシ開環構造を有する請
求項２に記載の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項７】
　前記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、前記樹脂（ａ）が有する炭素―炭素二重
結合基と、前記樹脂（ｂ）が有するＳｉ－Ｈ基との反応による炭素－炭素－Ｓｉ結合を有
する請求項２に記載の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項８】
　前記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）とのブレンド樹脂を含有する請求項１に記載の音響レン
ズ用樹脂材料。
【請求項９】
　前記樹脂（ａ）の含有質量ｍａに対する、前記樹脂（ｂ）の含有質量ｍｂの比が、ｍａ
：ｍｂ＝３０：７０～７０：３０である請求項１～８のいずれか１項に記載の音響レンズ
用樹脂材料。
【請求項１０】
　音響インピーダンスが１．７×１０６ｋｇ／ｍ２／ｓｅｃ以下である音響波プローブレ
ンズ用である請求項１～９のいずれか１項に記載の音響レンズ用樹脂材料。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の音響レンズ用樹脂材料を含んでなる音響レンズ
。
【請求項１２】
　密度が１．０５ｇ／ｃｍ３以上である請求項１１に記載の音響レンズ。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の音響レンズを有する音響波プローブ。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の音響波プローブを備える音響波測定装置。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の音響波プローブを備える超音波診断装置。
【請求項１６】
　請求項１１又は１２に記載の音響レンズを備える光音響波測定装置。
【請求項１７】
　請求項１１又は１２に記載の音響レンズを備える超音波内視鏡。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の課題は以下の手段により解決された。
＜１＞
　エポキシ基、炭素―炭素二重結合基、メチロール基及びフェノール性水酸基のうちの少
なくとも１種を含む樹脂（ａ）と、ポリシロキサン結合を有する構造単位を含む樹脂（ｂ
）とを含有し、樹脂（ａ）が、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂、メラミン樹
脂及び不飽和ポリエステルのうちの少なくとも１種である音響レンズ用樹脂材料。
＜２＞
　樹脂（ａ）の少なくとも一部が、樹脂（ｂ）の少なくとも一部と結合している＜１＞に
記載の音響レンズ用樹脂材料。
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＜３＞
　上記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、樹脂（ａ）が有するエポキシ基と、樹脂
（ｂ）が有するアミノ基及びカルボキシ基のうちの少なくとも１種との反応によるエポキ
シ開環構造を有する＜２＞に記載の音響レンズ用樹脂材料。
＜４＞
　上記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、樹脂（ａ）が有する炭素―炭素二重結合
基と、樹脂（ｂ）が有する炭素―炭素二重結合基との重合による炭素－炭素結合を有する
＜２＞に記載の音響レンズ用樹脂材料。
＜５＞
　上記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、樹脂（ａ）が有するメチロール基と、樹
脂（ｂ）が有するヒドロキシ基及びアミノ基のうちの少なくとも１種との反応により生じ
たエーテル結合及びイミノ結合のうちの少なくとも１種を有する＜２＞に記載の音響レン
ズ用樹脂材料。
＜６＞
　上記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、上記樹脂（ａ）が有するフェノール性水
酸基と、上記樹脂（ｂ）が有するエポキシ基との反応によるエポキシ開環構造を有する＜
２＞に記載の音響レンズ用樹脂材料。
＜７＞
　上記の樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）との結合部が、上記樹脂（ａ）が有する炭素―炭素二重
結合基と、上記樹脂（ｂ）が有するＳｉ－Ｈ基との反応による炭素－炭素－Ｓｉ結合を有
する＜２＞に記載の音響レンズ用樹脂材料。
＜８＞
　樹脂（ａ）と樹脂（ｂ）とのブレンド樹脂を含有する＜１＞に記載の音響レンズ用樹脂
材料。
＜９＞
　樹脂（ａ）の含有質量ｍａに対する、樹脂（ｂ）の含有質量ｍｂの比が、ｍａ：ｍｂ＝
３０：７０～７０：３０である＜１＞～＜８＞のいずれか１つに記載の音響レンズ用樹脂
材料。
＜１０＞
　音響インピーダンスが１．７×１０６ｋｇ／ｍ２／ｓｅｃ以下である音響波プローブレ
ンズ用である＜１＞～＜９＞のいずれか１つに記載の音響レンズ用樹脂材料。
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摘要(译)

对于声透镜，其包含含有环氧基，碳-碳双键，羟甲基和酚羟基中的至少
一种的树脂（a）和含有具有聚硅氧烷键的结构单元的树脂（b）。 树脂
材料，使用该树脂材料的声透镜，声波探头，声波测量装置，超声波诊
断装置，光声波测量装置以及超声波内窥镜。
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